
●
茶
臼
山
動
物
園

ゾ
ウ
や
キ
リ
ン
、
ラ
イ
オ

ン
、
レ
ッ
サ
ー
パ
ン
ダ
な

ど
63種

類
の
動
物
を
飼

育
。「
ポ
ニ
ー
の
乗
馬
」

「
動
物
園
裏
側
探
検

隊
」な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
が
家
族
連
れ
に

人
気
を
博
し
て
い
る
。

周遊コース

（健脚向きコース）

標
高
差
250m

。
唯
一
の
登
山
コ
ー
ス

西
山
地
区（
信
里
・
秋
古
）と
川
中
島
地
区
と
を
最
短
で
結
ん

だ
、
か
つ
て
は
道
幅
6尺（

180cm
）あ
っ
た
と
い
う
東
西
交
通

の
幹
線
道
で
、
昭
和
30年

代
頃
ま
で
は
生
活
道
と
し
て
活
用

さ
れ
た
。
峠
に
は「
一
本
松
」が
あ
り
、
峠
の
象
徴
と
し
て
呼
び

称
さ
れ
た
。

深
い
森
の
散
策
か
ら
広
大
な
眺
望
ま
で

「
一
本
松
」か
ら
学
有
林
を
抜
け
て
小
松
原
・
犀
口
に
至
る
森

林
浴
コ
ー
ス
。
北
端
の
東
電
鉄
塔
か
ら
は
犀
川
を
見
下
ろ
す

眺
望
が
開
け
る
。
中
尾
山
温
泉
へ
下
る
山
の
中
腹
に
は
段
ノ

原
展
望
台
、さ
ら
に
そ
の
下
の
花
井
神
社
が
あ
り
、
広
大
な
川

中
島
平
を
隅
ま々
で
望
む
こ
と
が
で
き
る
。

●
茶
臼
山
1
周
コ
ー
ス

恐
竜
公
園
を
起
点
に
、
リ
ン
ゴ
の
里
散
策
、
山
登
り
、
森
林
浴

を
楽
し
み
、
眺
望
の
良
い
坂
道
を
下
っ
て
起
点
に
も
ど
る
コ
ン
パ

ク
ト
な
コ
ー
ス
。
家
族
連
れ
で
遊
べ
る
動
植
物
園
や
恐
竜
公
園

が
後
半
に
組
ま
れ
た
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
お
奨
め
コ
ー
ス
。

恐
竜
公
園
―
玄
峰
院
―
中
尾
山
温
泉
―
ろ
く
ろ
う
坂
―
一
本
松

―
茶
臼
山
―
茶
臼
山
動
植
物
園
―
恐
竜
公
園

■
距
離
/7.8km

■
時
間
/約
3時
間
30分

■
駐
車
場
/恐
竜
公
園

信
里
合
庁
―
旗
塚
―
茶
臼
山
―
一
本
松
―
夜
交
―
芝
池
―
諏
訪

神
社
―
信
里
合
同
庁
舎

■
距
離
／6.7km

■
時
間
／約
3時
間

■
駐
車
場
／信
里
合
同
庁
舎
ま
た
は
茶
臼
山
動
物
園

恐
竜
公
園
―
玄
峰
院
―
常
光
寺
―
中
尾
山
温
泉

■
距
離
／2.5km

■
時
間
／片
道
約
1時
間

■
駐
車
場
／恐
竜
公
園
・
中
尾
山
温
泉

中
尾
山
温
泉
―
ろ
く
ろ
う
坂
―
山
の
神
展
望
台
―
一
本
松

■
距
離
／1.52km

■
時
間
／片
道
約
1時
間

■
駐
車
場
／中
尾
山
温
泉

一
本
松
―
小
松
原
伊
勢
社
社
有
林
―
東
電
鉄
塔
―
四
十
二
窪

―
段
の
原
展
望
台
―
花
井
神
社
―
中
尾
山
温
泉

■
距
離
／4.26km

■
時
間
／片
道
約
2時
間

■
駐
車
場
／中
尾
山
温
泉

●
里
山
探
索
コ
ー
ス

中
尾
山
温
泉
を
起
点
に
、
3つ
の
コ
ー
ス
を
組
み
込
ん
だ
タ
フ
な

周
遊
コ
ー
ス
。
北
ア
ル
プ
ス
を
遠
望
で
き
る
棚
田
、
た
め
池
や
、

伝
統
集
落
、リ
ン
ゴ
園
を
ゆ
っ
く
り
と
し
た
ペ
ー
ス
で
散
策
し
、
温

泉
で
疲
れ
を
癒
し
た
い
熟
年
世
代
に
嬉
し
い
コ
ー
ス
。

中
尾
山
温
泉
―
ろ
く
ろ
う
坂
―
一
本
松
―
信
里
地
区
―
茶
臼
山
―
茶

臼
山
動
植
物
園
―
恐
竜
公
園
―
玄
峰
院
―
中
尾
山
温
泉

■
距
離
/9.7km

■
時
間
/約
5時
間
■
駐
車
場
/中
尾
山
温
泉

●
旗
塚

武
田
・
上
杉
の
戦
い
の
舞
台
と
な
っ
た
川
中
島
平
を
一
望
で
き
る

茶
臼
山
に
は
、
武
田
信
玄
の
本
陣
の
な
ご
り
と
し
て
旗
塚
が
9ヶ

所
あ
る
。
当
地
は
昭

和
5年
に
地
す
べ
り
が

は
じ
ま
り
、
本
来
の
茶

臼
山
を
50ｍ
も
低
く
し

て
し
ま
っ
た
。
旗
塚
よ

り
北
に
進
む
と
、
地
す

べ
り
あ
と
が
あ
り
、
当

時
の
凄
ま
じ
さ
を
物
語

っ
て
い
る
。

●
共
和
の
リ
ン
ゴ

東
斜
面
の
水
は
け
の
よ
い
土
地

と
寒
暖
の
差
が
大
き
い
気
候
が

共
和
を
信
州
を
代
表
す
る
リ
ン

ゴ
の
産
地
に
し
た
。

●
一
本
松
と
雪
州
神
社

「
一
本
松
」は
、
昭
和
の
中
ご
ろ
ま
で
旅
人
の
峠
の
目
印
と
し
て
愛

さ
れ
た
赤
松
の
呼
び
名
で
、
現
在
は
地
名
と
し
て
残
っ
た
。「
一
本

松
」の
傍
に
建
立
さ
れ
て
い
る
の
が「
雪
州
神
社
」。
川
中
島
今

井
地
区
が
所
有
す
る
今
井
財
産
区
の
山
で
は
、
幕
末
の
こ
ろ
近

隣
と
の
入
会
権
や
境
界
に

関
す
る
争
い
が
度
々
繰
り
返

さ
れ
、
明
治
14年

、
当
時
の

飯
島
正
治
今
井
村
村
長
が
、

住
民
の
意
を
汲
み
高
裁
ま

で
上
告
し
て
勝
訴
し
た
こ
と

か
ら
そ
の
功
績
を
た
た
え
昭

和
12年

に
建
立
さ
れ
た
。

●
学
有
林

永
年
山
を
管
理
し
て
い
る
今
井
財

産
区
の
先
人
た
ち
が
、
小
学
校
に

通
う
児
童
を
思
い
や
り
、
冬
の
寒
さ

を
し
の
ぐ
ス
ト
ー
ブ
の
薪
を
確
保
す
る

た
め
、
共
有
林
と
し
て
山
の
尾
根
に

設
け
た
。当
時
の
児
童
は
実
際
に
山
に
登
り
焚
き
木
を
切
り
出
し
、

現
在
は
貴
重
な
里
山
体
験
学
習
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

●
花
井
神
社

花
井
神
社
は
今
か
ら
400年

ほ
ど
前
の
慶
長
年
間
、
裾
花
川
や

川
中
島
平
の
用
水
路
を
開
発
し
た
松
代
藩
の
花
井
吉
成
を
祭
っ

た
神
社
。
広
大
な
川
中
島
平
に
上
堰
、
中
堰
、
下
堰
の
用
水
路

を
開
発
。
稲
作
を
中
心
と
す
る
な
農
業
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に

貢
献
し
た
。
こ
の
地
域
は
そ
の
後
も
弘
化
4年（

1848年
）に
発

生
し
た
大
地
震
に
よ
っ
て
信
更
地
区
の
虚
空
蔵
山
が
崩
壊
し
、

犀
川
を
20日
間
に
渡
っ
て
を
せ
き
と
め
た
事
か
ら
大
洪
水
と
な
り
三

用
水
路
が
破
壊
さ
れ
る
な
ど
の

大
災
害
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
そ

の
た
び
に
地
元
農
民
が
受
益

者
負
担
で
改
修
工
事
を
行
い
、

現
在
の
肥
沃
な
農
業
地
域
を

維
持
し
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。

●
裾
花
凝
灰
岩

ぎ
ょ
う
か
い
が
ん

茶
臼
山
・
中
尾
山
か
ら
安

茂
里
・
浅
川
地
区
に
か
け

て
長
野
盆
地
の
西
側
に

分
布
し
て
い
る
白
色
の
岩

石
。
700万

年
か
ら
800

万
年
前
、
長
野
市
周
辺

が
海
底
に
あ
っ
た
こ
ろ
の

海
底
火
山
の
産
物
。

●
茶
臼
山
恐
竜
公
園

実
物
大
の
恐
竜
の
模
型
25体

が
配
置
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
丸
太

の
遊
具
の
あ
る「
冒
険
の
森
」や
、

お
と
ぎ
ば
な
し
を
遊
具
に
し
た

「
お
と
ぎ
の
広
場
」な
ど
が
子
ど
も

た
ち
に
人
気
。

●
常
光
寺
観
音
堂

集
落
か
ら
沢
筋
に
あ
る
リ
ン
ゴ
畑

沿
い
の
道
を
行
くと
信
濃
三
十
三

番
霊
場
の
21番

札
所
・
常
光
寺

観
音
堂
が
あ
る
。
こ
の
建
物
は
地

元
の
岡
沢
雄
二
氏
が
建
立
し
た

も
の
で
、
参
詣
す
る
人
が
年
々
増

加
し
て
い
る
。

棚
田
と
溜
池
の
あ
る
原
風
景

一
本
松
よ
り
夜
交

よ
ま
ぜ

に
西
に
進
む
ル
ー
ト
は
、
松
代
藩
の
西
山

街
道
と
し
て
重
要
な
幹
線
道
で
あ
っ
た
。
旧
信
里
村
に
は
民

家
の
数
と
同
じ
500有

余
の
溜
池
が
あ
り
、
秋
に
は
は
ぜ
掛
け

が
並
ぶ
棚
田
の
風
景
と
と
も
に
農
村
の
原
風
景
が
広
が
る
。

伝
統
集
落
と
リ
ン
ゴ
の
里
を
満
喫

恐
竜
公
園
の
眼
下
に
見
え
る
玄
峰
院
か
ら
は
じ
ま
る
集
落
散

策
ル
ー
ト
。
土
蔵
の
あ
る
古
い
民
家
が
残
る
集
落
を
歩
く
と
誰

も
が
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
る
。
集
落
を
抜
け
、
茶
臼
山
の
裾

野
に
広
が
る
リ
ン
ゴ
畑
が
一
望
で
き
る
土
手
道
を
進
む
と
、
桜

林
の
中
尾
山
温
泉
に
到
着
す
る
。

北
原
の
田
棚
風
景

リ
ン
ゴ
の
里
の
家
並
み

茶
臼
山（
標
高
73
0ｍ
）一

帯
は
、
な
だ
ら
か
な
稜
線
を

境
に
西
側（
篠
ノ
井
信
里
地

区
）は
ア
ル
プ
ス
を
臨
む
棚
田

と
大
小
の
溜
池
群
が
広
が

り
、
東
側
（
篠
ノ
井
共
和
地

区
・
川
中
島
今
井
地
区
）は
リ

ン
ゴ
や
モ
モ
な
ど
の
果
樹
園

が
広
が
る
肥
沃
な
山
地
で
、

古
来
よ
り
人
と
自
然
が
共
生
す
る
典
型
的
な「
里
山
」で
す
。

最
近
ま
で
こ
の
一
帯
は
山
菜
狩
り
や
牛
馬
の
え
さ
の
草
刈
り
場

と
し
て
、ま
た
、
山
の
木
は々
燃
料
用
の
薪
や
炭
生
産
の
場
と
し
て
、

山
の
水
は
貴
重
な
水
源
と
し
て
人
々
の
生
活
に
恵
み
を
も
た
ら
し
て

き
ま
し
た
。「
一
本
松
」の
峠
を
挟
む
街
道
は
地
域
交
通
の
要
衝
と

し
て
、
物
資
運
搬
は
も
と
よ
り
、
東
西
の
人
の
交
流
を
支
え
た「
峠

の
道
」で
も
あ
り
ま
し
た
。

一
方
で
、
茶
臼
山
の
地
す
べ
り
対
策
や
灌
漑
用
水
の
整
備
な

ど
の
治
山
治
水
事
業
は
、ま
さ
に「
自
然
と
の
戦
い
」で
あ
り
、
地
元

住
民
が
い
か
に
知
恵
を
絞
っ
て
自
然
と
向
き
合
っ
て
き
た
か
の
歴
史

で
も
あ
り
ま
す
。

時
代
の
移
り
変
わ
り
と
と
も
に
そ
の
役
割
を
終
え
た
里
山
は
、
か

え
っ
て
今
、
豊
か
な
自
然
環
境
が
復
活
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
茶

臼
山
の
自
然
環
境
を
見
つ
め
な
お
し
、「
気
軽
に
皆
さ
ん
に
体
感
し

て
も
ら
い
た
い
」と
い
う
思
い
か
ら
周
辺
住
民
の
有
志
が
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
コ
ー
ス
と
し
て
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
多
く
の
皆
さ
ま
に
親
し
ん
で
い
た
だ

き
、
健
康
増
進
の
み
な
ら
ず
、「
里
山
の
魅
力
再
発
見
」に
つ
な
が

れ
ば
幸
い
で
す
。

平
成
19
年
10
月

茶
臼
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
愛
護
会
一
同
　

こ
の
印
刷
物
は
、大
豆
油
イン
ク
お
よ
び
、古
紙

配
合
率
10
0％
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

長
野
市

茶
臼
山
一
帯
は
、
長
野
盆
地
と
犀
川
に
挟
ま
れ
た
な
だ
ら
か
な

山
地
で
、
歴
史
に
名
を
残
す
多
く
の
集
落
が
点
在
し
、
ふ
る
さ
と

の
原
風
景
を
今
に
と
ど
め
て
い
ま
す
。「
多
様
な
自
然
」と
「
里
山
の

暮
ら
し
」が
調
和
し
た
茶
臼
山
一
帯
を
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
ト
ン
ボ

ヒ
ツ
ジ
グ
サ

ホ
オ
ジ
ロ

北
原
の
棚
田
か
ら
見
え
る
北
ア
ル
プ
ス
（
写
真
：
小
林
友
広
）

現
在
の
西
側
か
ら
み
た
茶
臼
山

昭
和
4年
（
19
29
年
）当
時
の
茶
臼
山
。

右
側
の
峰
は
、
地
す
べ
り
で
崩
壊
し
た
旧
南
峰

峠
を
越
え
て
周
辺
住
民
が
協
力

20
18
.1
0月
改
訂



VIEW POINT

信里合庁―旗塚―茶臼山―一本松―夜交―芝池―
諏訪神社―信里合同庁舎

恐竜公園―玄峰院―常光寺―中尾山温泉

中尾山温泉―ろくろう坂―山ノ神展望台―一本松―
小松原伊勢社 社有林―東電鉄塔―四十二窪―段の
原展望台―花井神社―中尾山温泉

●茶臼山1周コース
恐竜公園―玄峰院―中尾山温泉―ろくろう坂―一本松―
茶臼山―茶臼山動植物園―恐竜公園

●里山探索コース
中尾山温泉―ろくろう坂―一本松―信里地区―茶臼山―
茶臼山動植物園―恐竜公園―玄峰院―中尾山温泉

※ゴミは持ち帰りましょう。
※自然環境の保護にご協力をお願いします。
※季節によっては野生生物にご注意ください。

中尾山東側からの山並み

東電鉄塔下から長野市街と犀川

青池の棚田 恐竜公園から篠ノ井の町

光林寺のしだれ桜

段ノ原展望台からみえる川中島平 森林浴が楽しめるコース

玄峰院 点在するため池

有旅の棚田（左上は篠ノ井の町）
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